
 11月1日より、城西病院小児科病棟に赴任しました石田と申します。平成7年に昭

和大学を卒業しました。この10年はNHOまつもと医療センター中信松本病院で、小

児の診療（一般診療・二次救急）を行う傍ら、発達障害の診療や重症心身障害医

療の責任者を任されておりました。 

 民間の病院で、短期入所や訓練のための入院を中心とした小児科病棟の新築

は、他に類をみません。というのは、一般に小児医療は病院にとって赤字要因となる

からです。しかし、今回重症心身障害の方やご家族の力になりたい・短期入所の

ニーズに応えたいという、理事長・総長はじめとする皆様のお気持ちが結実し、非常

に立派な病棟が完成しました。 

 もとより微力ではありますが、「いつも優しく」を重症心身障害医療でも実現すべく、

スタッフ一同精進してまいります。ご迷惑を多々おかけすることもあるかと存じます

が、ご協力ならびにご指導・ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。 

 平成26年11月16日（日）に城西病院第9ビル竣工祝賀会が行われました。まず神事が第9ビル3階の新

会議室で執り行われ、施主として関健理事長・総長。城西病院からは清澤病院長、瀬角診療局長、丸山

看護局長、丸山事務局長、小児科医長である石田修一先生を始めとした各科の先生方と今回の建設に

携わった工事関係者らと30名が参列しました。厳かな神事の後、竣工式がおこなわれ、長野県医師会長

をはじめ総勢60名を超える来賓の方々がご列席され、皆さん一様にこの小児科病棟が地域に対し貢献し

ていくことを大いに期待していると祝辞を述べられていました。その後エントランスにおいて関理事長を中

心にテープカットが行われました。そして新たに出来た職員ホールでの祝賀会では小児科病棟スタッフの

紹介と来賓の方々による祝辞をいただきました。2階に出来た新病棟では竣工祝賀会と同時に一般の方

へのオープンハウスが行われました。地域の住民の方々や施設関係者、そして児童を持つご家族の方々

が大勢来場され、様々なご意見やアドバイスまたはご感想をいただきました。今回の小児科病棟は、新た

な役割を担う病棟として今後松本地域だけでなく長野県全体の小児科医療の連携強化、そして大きな発

展の力になることを期待しております。  
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 城西病院第9ビル屋上に太陽光発電設備を設置しました。 
この設備を設置することによって、地球環境の保全に 
努め、再生可能エネルギーの普及を目指します。 
規模は10kwで、その時間の発電量は第7ビルの受付の横に
ありますモニターより、ご確認いただけます。 
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城西医療財団 理念 
 

私達は、病める人、障碍を持つ人にいつも優しく、 

最良の医療サービス及び福祉サービスを一体的に提供する。 

また、心身の健康保持・増進を志向する人に最良の保健サービスを提供する。 

利用者を身体的、精神的、社会的、そして倫理的に診療し、 

科学的根拠に基づいた治療を行う。 

城西病院城西病院  

  小児科病棟（第小児科病棟（第99ビル）竣工ビル）竣工  

記念号記念号  

第 ３１３１３１号 



 

建物概要 
鉄骨造  地上４階 
延床面積 1,875.57㎡ 
設計監理 株式会社アーキディアック 
施工   松本土建株式会社 

3階 プレイルーム 

4階 屋上庭園 

1階  エントランス 
9210 

スタッフステーション

御挨拶 

  
 
 
  私どもは、本年11月11日創立128年を迎えま
した。 
  小 児 科 病 棟 (PCU:PediatricCareUnit)は、創 立
125周年記念事業として他の記念事業と共に企
画されたもので、今般の病棟の完成をまって一
応の区切りができたことになります。 
  私どもは、一昨年豊科に精神障害者自立訓練
施設｢アルプスホーム｣を完成させ、昨年は三郷
の小倉に精神障害者グループホーム｢小倉ホー
ム｣を完成させました。認知症の診断ツール 
iDEMENTの開発もはじまりました。 
  この度の小児科病棟は、重症心身障害児(者)の
地域での生活を支える機能に主眼を置いた病棟
です。 
  私どもは、この地域での役割を病気や障害を
もつ人々の治療や支援をすることであると自覚
しております。 
  私どもが培ってきた医療保健福祉の統合的
サービス機能をもって地域に貢献し、長きに亘
り私どもを育んでくださった地域のご恩に報い
ることに喜びを見いだすところでございます。 
  行政、地域医師会、信州大学、各病院をはじ
めとして多くの皆様のお力添えで実現した事業
でございます。 
  あらためて深甚なる感謝を申し上げます。 
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